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いわき分区ガバナー補佐
越　智　正　典 氏

　いわき平ロータリークラブ以外
で、ロータリーの役職を務めるのは、
地区の青少年関係委員に次いで、２
回目ですが、ロータリーはクラブの
活動が全てではないかと思います。
　交換留学生の受け入れに当たっ
て、いわき分区方式をやめました。
また、ＩＭもやめました。ときどき
「なぜ、やらないのか」と言われる

こともあります。
　交換留学生については、松村幹事が海外に出掛け、
いろいろな国の関係者にも会って、これまでの仕組み
を作り上げていただきました。しかし、実際には交換
の対象となった学生の問題ではなく、地区同士がやる
べきことをやっていないという側面があったのではな
いでしょうか。派遣する地区、受け入れる地区のそれ
ぞれの委員会がやるべきことを、きちんとやっていな
かったのだろうと思います。それを地区として、やる
ことが大前提であります。各クラブの会長に、いわき
方式を続けるべきかどうかを、アンケートで聞きまし
た。私の考えとしては、もう少し続けようというのが
本来でしょうが、地区と話し合ったところ、地区で最
終的な責任を持つ部署がはっきりしていませんでし
た。各会長のご意見通り、地区できっちりと対応する
という前提ができるまで、とりあえず、中止すると地
区に申し上げました。
　ＩＭについては、2010 年に出た「手続き要覧」にあ
る「会合」の個所に、触れられていません。そこで、
地区協議会の時の「会長会」で、ＩＭについては「正
式に開くようには決められていない」「少しずつ減っ
ている」という話が出たことを聞きました。私は、こ
のような話をパストガバナー全体の意見として言って
いないと感じました。私がロータリーの会員として指
導を受けてきた中では、それぞれのクラブが奉仕を通
じて、人とのつながり、あるいは地域とのつながり、
会員同士のつながりができると言われてきました。Ｉ
Ｍは、皆さんが集まって講演を聞いたり、懇親を深め
たりしますが、私は全員登録でお金を出して運営する
会合ではないと考えています。それぞれのクラブがど
のような活動をしているのかをお互いに知って、勉強
し、発表し合う場にしたいと考えましたが、会長会の

「いわき分区の活動について」

話を聞いたり、手続き要覧も見たりすると、今までの
ように全員登録ながら出席は半分ぐらいで講演と懇親
というのは、どうなのかな、と考えました。それよりも、
いわき分区の会員が全員登録で、地域の皆さんにロー
タリークラブを知ってもらえるような、すすんで入会
したいと考えるような、そのようになるには、どうす
べきなのかを考えてきました。
　ロータリークラブは奉仕活動を行うと標榜していま
すので、そのような活動を活発にすることが大切だと
思います。その活動に共鳴する人がいれば、声を掛け
れば、入会してくると思います。そういう意味で、い
わきの活動を皆さんに知ってもらえればよいのではな
いでしょうか。今までの有り様をどうにかしたいとい
う思いを抱いています。
　東日本大震災で様々な被害を受けられた方がいらっ
しゃいます。海岸沿いを歩いていますと、まだまだ、
建物の基礎だけが残っています。３月いっぱいで区画
整理事業が決まるのかなという状況です。その後は地
区の皆さんと一緒に、どういうことを行っていくのか
を踏まえて、地区が復興し、街が再生していくのだろ
うと思います。区画整理事業は、個人の資産を動かす
わけですから、大変です。私が住んでいる場所は昭和
58 年にから行われている南部第二区画整理事業の区域
ですが、まだ決まっていないのです。そのような中で、
沼ノ内、薄磯、豊間の３地区で、防災林は行政が造り
ますが、区長、住民が花の咲く木を植えようという企
画が持ち上がっています。復興住宅が出来れば、住民
の 60％は帰ってくると思いますが、その帰ってきた人
が力を合わせて、防災林の内側に花の咲く木を植えよ
うとしています。
　これほど被害に遭っても、いわきは海と切っても切
れない関係にあります。漁業で発展してきました。３
地区は自分たちの手で復興させたいということで、木
を植えようと計画を練っています。補償金も入ってき
ませんので、苗を買うためのお金を桜基金として、一
般の人から浄財を募る仕組みをつくりました。苗を買
うための資金に対して、いわき分区の約 350 人の方が
お金を出し合えば、いわきの復興に役立つのではない
かと提案しています。資金を出すことで、津波で流さ
れ、人も住んでいない街の復興につながればよいと思
います。今後、正式にお願いすることになりますので、
ご理解を得て、関わっていきたいと思います。美空ひ
ばりの歌をはじめ、灯台を舞台にした映画の題材にも
なりました。花が咲く場所になれば、いわきの観光の
大きな目玉になるだろうと思います。地区の人々は植
樹などによって、地区の絆は従来よりも強くなってい
くはずだと考えています。だから、取り組みましょう
ということになっています。ぜひ、皆さんの力を貸し
てほしいと思います。2530 地区には多額の基金があり
ますので、それについても、お願いしたいと考えてい
ます。「ロータリーの友」に毎年、その花が掲載され
るようになれば、ご好意を寄せて頂いた方への返礼に
もなると思います。
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「出席はロータリアンの３大義務の１つです」

★本日の例会案内　３月13日（木）PM12：30～
　　外部卓話　
　　水木伸一様（地元イオン小名浜出店関係者）
　　　　　「イオン小名浜出店に関して」
　　お食事メニュー＝国産牛フィレステーキ　マッシュルームソース

★次回の例会案内　３月20日（木）PM12：30～
　　会員卓話　　江尻義久会員
　　お食事メニュー＝国産豚肉のカツ重

〔点鐘・ロータリーソング（奉仕の理想）・四つのテ
スト（奈良宏一会員）〕

　いわき民報の２月 24 日付の紙面
です。『ひと月が 28 日、もしくは 29
日しかない２月を、人は短いという。
確かに短い。特に今年は、穏やかな
節分の翌日は厳寒の立春、そして大

雪に暴風雨。思い通りに事が進まぬまま、最終週を
迎えてしまった人も多いだろう▼１月に他界した詩
人吉野弘さんに「二月の小舟」という作品がある。
８行の詩で「冬を運び出すにしては小さすぎる舟で
す」で始まり「春を運び込むにしても小さすぎる舟
です」と続く。短いではなく小さいという表現が、
寒さに耐えじっと春を待つ人々の姿につながった
…』という文章です。
　吉野弘さんをご存じの方もいらっしゃると思いま
す。私は、先日、結婚式に招かれ、主賓あいさつを
することになりました。吉野さんの祝婚歌を紹介し
たところ、皆さんから「いいスピーチでした」「い
い詩でした」と、ほめられました。これを紹介し、
あいさつに代えます。吉野さんが 41 年前に、姪御
さんの結婚式に出席できないので、贈った詩だとい
うことです。

◆会長挨拶ならびに報告

◆司会：松村幹事

委 員 会 報 告
◆出席委員会（代理・松村耕三幹事）
例会日 基本会員数 出席者 メーキャップ数

２月 27 日 52 名 29 名 ―

◆ロータリー財団委員会（山野辺倉平委員長）
　大久保健蔵さん、松﨑倫久さん。以上２件

◆米山記念奨学会委員会（代理・山野辺倉平会員）
　大久保健蔵さん、関口武司さん。以上２件

⃝�いわき鹿島ロータリークラブ、いわき平東ロータリ
ークラブより３月プログラム予定表が届きました。
⃝いわき常磐ロータリークラブより会報と３月プロ
グラム予定表が届きました。
⃝３月のロータリーレートは１ドル 102 円です。

♥森雄治さん（越智ガバナー補佐、連日のクラブ訪
問お疲れさまです）♥佐々木芳弘さん（早退します）
♥松﨑倫久さん（早退します）♥根本義男さん（何
時もお世話になっております。欠席がちで申訳あり
ません）♥志賀弘昌さん（越智さん卓話よろしく）
♥松崎勉さん（越智ガバナー補佐卓話よろしくお願
いします）♥山野辺倉平さん（ガバナー補佐を歓迎
します。ご苦労様です）♥大久保健蔵さん（いわき
分区のガバナー補佐訪問無事に３周しました。４月
にあと１周です）♥越智正典さん（いわき平ロータ
リークラブの奉仕活動に感謝して）以上、９件

◆スマイルボックス委員会（関口武司委員長）

奈良宏一会員

いわき分区ガバナー補佐　越智正典様
◆来賓・来訪ロータリアンの紹介

二人が睦まじくいるためには
愚かでいるほうがいい
立派すぎないほうがいい
立派すぎることは
長持ちしないことだと
気付いているほうがいい
完璧をめざさないほうがいい
完璧なんて不自然なことだと
うそぶいているほうがいい
二人のうちどちらかが
ふざけているほうがいい
ずっこけているほうがいい
互いに非難することがあっ
ても
非難できる資格が自分にあ

ったかどうか
あとで
疑わしくなるほうがいい
正しいことを言うときは
少しひかえめにするほうが
いい
正しいことを言うときは
相手を傷つけやすいものだと
気付いているほうがいい
立派でありたいとか
正しくありたいとかいう
無理な緊張には
色目を使わず
ゆったりゆたかに
光を浴びているほうがいい

健康で風にふかれながら
生きているなつかしさに
ふと胸が熱くなる
そんな日があってもいい
そして

なぜ胸が熱くなるのか
黙っていても
二人にはわかるのであって
ほしい


